
自動車安全技術開発支援事業について 
 
１．目 的  

   近年、自動車メーカー等を中心に、自動車安全に寄与する製品の開発・販売が行わ

れ市場が形成されつつあるが、中小企業や中堅企業の参入は一部にとどまっている。 
   こうしたことを踏まえ、中小企業等を対象に、自動車安全技術に係るセミナー及び

研究会を開催することにより、自動車安全に寄与する製品開発の取組を促すとともに、

研究者・技術者等のネットワーク形成を図ることにより、県内中小企業等による産学

行政連携の研究開発や実用化へ結びつけていくなど、オールあいちでの研究開発の取

組を促進していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．これまでの取組（26～27 年度） 

 （１）研究者情報のリスト化及び公表 

     県内大学で自動車安全技術や交通事故防止に関する研究を行っている研究者の

リストを作成し、県の Web サイトで公開。(平成 27 年 3 月末：13 大学 64 名) 
 
（２）セミナーの開催 

     自動車安全技術関連の県内大学の技術シーズや、製品化に成功している企業の

事例等を紹介するセミナーを開催した。 
項  目 内     容 

開催回数 5 回 （26 年度 3 回、27 年度 2 回） 

参加者数 延べ 152 名 （企業 96 名（うち中小 46 名）、大学 29 名、その他 27 名） 

主な 

講演内容 

名古屋大学 村瀬洋教授 

 「自動車運転支援のための歩行者等の周囲環境認識」 

㈱デルタツーリング 

 「眠くなるのが数分前に分かる技術（製品事例）」 等 10 件 

 
 （３）研究会の開催 

     これまでのセミナー参加者のネットワークなどを活用し、自動車安全技術に関

する課題の検討、関連情報の収集及び共同研究開発の検討等を行うため、27 年度

に 2 テーマの研究会を立ち上げ、各２回開催した。 
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補助金等による、 

企業の事業化支援 

県の研究開発プロジェクトや補助制度 
等の活用や国等の支援メニューへの応
募支援 

資料４ 



※

 

     

 
３．28 年

（１）研

    

（２）セ

    

（３）研

    

    

    

【研究会概要
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